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LUNの移動またはコピーがSnapshotコピーに与え
る影響

LUNの移動またはコピーがSnapshotコピーに与える影響の概要

Snapshotコピーはボリュームレベルで作成されます。LUNを別のボリュームにコピーま
たは移動すると、コピーまたは移動したボリュームにデスティネーションvolune

のSnapshotコピーポリシーが適用されます。デスティネーションボリュームのSnapshot

コピーが確立されていない場合、移動またはコピーされたLUNのSnapshotコピーは作成
されません。

Snapshotコピーから単一LUNをリストアする

ボリューム全体をリストアすることなく、ボリューム内の単一 LUN のみを Snapshot コ
ピーからリストアできます。LUN は、元の場所またはボリューム内の新しいパスにリス
トアできます。この処理では、ボリューム内の他のファイルまたは LUN に影響を与える
ことなく、単一の LUN だけがリストアされます。ファイルは、ストリームを使用してリ
ストアすることもできます。

必要なもの

• リストア処理を完了するには、ボリュームに十分なスペースが必要です。

◦ フラクショナルリザーブが0%のスペースリザーブLUNをリストアする場合は、リストアするLUNの1

倍のサイズが必要です。

◦ フラクショナルリザーブが100%のスペースリザーブLUNをリストアする場合は、リストアするLUN

の2倍のサイズが必要です。

◦ スペースリザーブなしのLUNをリストアする場合は、リストアするLUNで実際に使用されているスペ
ースのみが必要です。

• デスティネーション LUN の Snapshot コピーを作成しておく必要があります。

リストア処理が失敗すると、デスティネーション LUN が切り捨てられる可能性があります。このような
場合は、 Snapshot コピーを使用してデータ損失を防ぐことができます。

• ソース LUN の Snapshot コピーを作成しておく必要があります。

まれに、 LUN のリストアに失敗したときに、ソース LUN が使用不能になることがあります。この場合、
Snapshot コピーを使用して、リストアを試みる直前の状態に LUN を復帰させることができます。

• デスティネーション LUN とソース LUN の OS タイプが同じである必要があります。

デスティネーション LUN の OS タイプがソース LUN の OS タイプと異なる場合は、リストア処理後、ホ
ストからデスティネーション LUN へのデータアクセスが失われる可能性があります。

手順

1. ホストから、 LUN へのホストアクセスをすべて停止します。
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2. ホスト上の LUN をアンマウントして、ホストが LUN にアクセスできないようにします。

3. LUNのマッピングを解除します。

lun mapping delete -vserver vserver_name -volume volume_name -lun lun_name

-igroup igroup_name

4. LUN のリストア先にする Snapshot コピーを決定します。

volume snapshot show -vserver vserver_name -volume volume_name

5. LUNをリストアする前に、LUNのSnapshotコピーを作成します。

volume snapshot create -vserver vserver_name -volume volume_name -snapshot

snapshot_name

6. ボリューム内の指定した LUN をリストアします。

volume snapshot restore-file -vserver vserver_name -volume volume_name

-snapshot snapshot_name -path lun_path

7. 画面の手順に従います。

8. 必要に応じて、LUNをオンラインにします。

lun modify -vserver vserver_name -path lun_path -state online

9. 必要に応じて、LUNを再マッピングします。

lun mapping create -vserver vserver_name -volume volume_name -lun lun_name

-igroup igroup_name

10. ホストから、 LUN を再マウントします。

11. ホストから、 LUN へのアクセスを再開します。

Snapshotコピーからボリューム内のすべてのLUNをリストア

コマンドを使用すると、指定したボリューム内のすべてのLUNをSnapshotコピーからリ

ストアできます volume snapshot restore。

手順

1. ホストから、LUNへのホストアクセスをすべて停止します。

ボリューム内のLUNへのホストアクセスをすべて停止せずにSnapRestoreを使用すると、データの破損や
システムエラーが発生する可能性があります。

2. ホスト上の LUN をアンマウントして、ホストが LUN にアクセスできないようにします。

3. LUNのマッピングを解除します。

lun mapping delete -vserver vserver_name -volume volume_name -lun lun_name

-igroup igroup_name
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4. ボリュームのリストア先となるSnapshotコピーを決定します。

volume snapshot show -vserver vserver_name -volume volume_name

5. 権限の設定をadvancedに変更します。

set -privilege advanced

6. データをリストアします。

volume snapshot restore -vserver vserver_name -volume volume_name -snapshot

snapshot_name

7. 画面の指示に従います。

8. LUNを再マッピングします。

lun mapping create -vserver vserver_name -volume volume_name -lun lun_name

-igroup igroup_name

9. LUNがオンラインであることを確認します。

lun show -vserver vserver_name -path lun_path -fields state

10. LUNがオンラインになっていない場合は、オンラインにします。

lun modify -vserver vserver_name -path lun_path -state online

11. 権限の設定をadminに変更します。

set -privilege admin

12. ホストから、 LUN を再マウントします。

13. ホストから、 LUN へのアクセスを再開します。

ボリュームから1つ以上の既存のSnapshotコピーを削除する

ボリュームから既存のSnapshotコピーを手動で削除できます。この処理は、ボリューム
のスペースを増やす必要がある場合に実行します。

手順

1. コマンドを使用し `volume snapshot show`て、削除するSnapshotコピーを確認します。
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cluster::> volume snapshot show -vserver vs3 -volume vol3

                                                ---Blocks---

Vserver  Volume  Snapshot                Size   Total% Used%

-------- ------- ----------------------- -----  ------ -----

vs3      vol3

                 snap1.2013-05-01_0015   100KB   0%    38%

                 snap1.2013-05-08_0015   76KB   0%    32%

                 snap2.2013-05-09_0010   76KB   0%    32%

                 snap2.2013-05-10_0010   76KB   0%    32%

                 snap3.2013-05-10_1005   72KB   0%    31%

                 snap3.2013-05-10_1105   72KB   0%    31%

                 snap3.2013-05-10_1205   72KB   0%    31%

                 snap3.2013-05-10_1305   72KB   0%    31%

                 snap3.2013-05-10_1405   72KB   0%    31%

                 snap3.2013-05-10_1505   72KB   0%    31%

10 entries were displayed.

2. コマンドを使用し `volume snapshot delete`て、Snapshotコピーを削除します。

状況 入力するコマンド

1 つの Snapshot コピーを削除します volume snapshot delete -vserver

svm_name -volume vol_name -snapshot

snapshot_name

複数の Snapshot コピーを削除する volume snapshot delete -vserver

svm_name -volume vol_name -snapshot

snapshot_name1[,snapshot_name2,…]

すべての Snapshot コピーを削除します volume snapshot delete -vserver

svm_name -volume vol_name -snapshot *

次の例は、ボリュームvol3上のすべてのSnapshotコピーを削除します。

cluster::> volume snapshot delete -vserver vs3 -volume vol3 *

10 entries were acted on.
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